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和
田
隆
子
氏
（
阪
南
大
学
非
常
勤
講
師
）

「
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
形
而
上
学
の
問
題

II
」

一
九
九

0
年
七
月
七
日
、
大
阪
大
学
文
学
部
第
一
会
議
室

中
谷
隆
雄
氏
（
近
畿
大
学
非
常
勤
講
師
）

「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
語
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
」

一
九
九

0
年
十
二
月
八
日
、
大
阪
明
浄
女
子
短
期
大
学

R
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
エ
モ
リ
ー
大
学
、

R
.
A
・
マ
ッ
ク
リ
ー
ル
教

授
の
講
演
「
デ
ィ
ル
タ
イ
の
精
神
科
学
論
に
お
け
る
自
己
理
解
と
解
釈

の
課
題
」
が
、
一
九
八
九
年
十
月
三
十
日
、
大
阪
大
学
文
法
経
講
義
棟

文
4
1
教
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
教
授
の
承
認
を
え
て
そ
の
翻
訳
を

本
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。

〶
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
、
カ
ー
・
キ
ョ
ン
グ

・
チ
ョ
ー
教
授
を
、
日
本
学
術
振
興
会
の
基
金
を
え
て
、
大
阪
大
学
招

へ
い
教
授
と
し
て
、
一
九
九

0
年
四
月
一
日
よ
り
八
月
二
十
一
日
ま
で

本
講
座
に
お
迎
え
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
同
教
授
の
講
演
「
現
象
学
の

東
洋
的
な
見
方
」
が
、
一
九
九

0
年
六
月
二
日
、
大
阪
大
学
文
法
経
講

義
棟
文
4
1
教
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。(

I
記）

第
十
七
回

編
集
後
記

R
『
哲
学
論
叢
』
よ
り
『
カ
ン
テ
ィ
ア
ー
ナ
』
へ
の
改
称
に
つ
い
て
。

『
哲
学
論
叢
』
は
一
九
七
七
年
に
創
刊
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
過
去
に

東
京
文
理
科
大
学
よ
り
、
ま
た
現
在
も
京
都
の
哲
学
論
叢
刊
行
会
よ
り
、

同
名
の
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
後

発
の
本
誌
を
今
回
よ
り
改
称
す
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
す
。
ど
う
か
ご

理
解
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
号
数
は
『
哲

学
論
叢
』
か
ら
の
通
巻
と
し
ま
す
。

囮
即
号
刊
行
後
、
以
下
の
大
阪
ヵ
ン
ト
・
ア
ー
ベ
ン
ト
例
会
を
行
い
ま

し
た
。

第
十
六
回

''  
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四 ァ講

l地 ベl座 非売

四、ノ品

二↓

号
数
は
通
巻
と
し
ま
す
。

『
哲
学
論
叢
』

『
カ
ン
テ
ィ
ア
ー
ナ
』

改
称
致
し
ま
し
た
。

今
号
よ
り

を

と




